
「地域とともにある学校へ」 第１回学校運営協議会を開催しました

校長 加治木 徹

、 「 （ ）」今年度から 姶良市の全ての小中学校で コミュニティ・スクール 学校運営協議会
を導入しています。これは、保護者や地域の方々が学校運営に参画し、知恵を出し合いな
がら、ともに子どもたちを育てる仕組みです。

先日、記念すべき第１回目の協議会が開催されました。今回は、現在の学校や子どもた
ちの様子を共有し、これから地域と学校がどう連携していくか、熱心な議論が交わされま
した。その主な内容を紹介します。

① 子どもたちの様子と「つながり」の大切さ
地域の方から「人懐っこい子が多く、顔を覚えてくれていて嬉しい」と温かいお
言葉をいただく一方 「挨拶の際、もっと目が合うといいね」との課題も挙げられ、
ました。挨拶は大人からも積極的に行い、地域全体で見守っていく必要性を共有し
ました。

② 学力面での課題と「SOS」を受け止める体制
、「 」本校の子どもたちは学習意欲が高い反面 どこが分からないのかが分からない

ため、質問できない状況も見受けられます。協議会では、気軽に気持ちを打ち明け
られる「質問箱」の設置や、地域の「おじいちゃん・おばあちゃん」に相談できる
環境づくりが提案されました。

③ 子どもたちの自己肯定感を育むために
多感な時期の子どもたちへの指導には、人権的な視点やプライドを傷つけない配

慮など、寄り添った声掛けが重要です。放課後児童クラブでの様子からも、子ども
たちが安心を求めている姿が共有されました。ぜひご家庭でも「あなたは大切な存
在だよ」と言葉で伝え、抱きしめる時間を大切にしていただければ幸いです。

④ コミュニティ・スクールだからできること（地域人材の活用）
今後、地域の先輩方の豊かな「技」や「経験」を学校教育に取り入れたいと考え
ています。昔遊びやスポーツ（ペタンク、竹細工等 、技能（習字、かからん団子）
作り等）に加え、歴史・文化面では8.11空襲の体験を聴く機会や錦江地区の史跡
巡りなどを計画できたらと思います。地域の歴史や文化に触れ 「自分たちの地域、
は素晴らしい」という誇りと郷土愛を育んでいきます。

、 、そこで このような教育活動に協力していただける地域の人材やボランティアを
今後積極的に探していきたいという方針が話し合われました。

この学校運営協議会は、今後は地域の会長を中心とした運営体制へ移
行し、より地域に根ざした活動を行っていきます。数値化した客観的な
学校評価なども共有しながら、学校・家庭・地域が三位一体となって、
子どもたちの輝く未来を応援してまいります。どうぞこれからも温かい
ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。
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